
令和 2年 11月 20日 

学生各位 

理事（教育担当）・副学長 有江 力 

 

皆様のご協力のおかげで、本学では現在のところ、９月の通知に準じて授業

等が進められています。 

今後も授業や研究活動を支障なく安全に行うため、全国での新型コロナウイ

ルス感染の再拡大が懸念されている状況も踏まえて、学生の皆様におかれま

しては、ここでもう一度、自ら感染しない、他者へ感染させないという高い意識

を十分に持ってください。当面 12月末までは引き続き以下の点に留意して活

動してください。ここでいう活動とは、授業、研究活動、認められた課外活動を

指します。 

 

・マスクを着用し、手指の消毒をこまめに行うこと 

・屋内の換気を十分に行い、密閉された空間での活動はしないこと 

・常にソーシャルディスタンスを保ち、向かい合っての会話等を避けること 

・各キャンパスで定める施設等の使用基準に従うこと 

・課外活動を実施する際は 7月 15日付け、「課外活動における都外での活

動及び宿泊を伴う合宿等の禁止について」は厳守すること 

・運動施設の利用に関しては、活動方針（使用ガイドライン）に従うこと 

・活動の目的以外で本学の教室・部室等に複数人数で集合しないこと 

・対面での活動を避けるため、WEB ツール等を活用すること 

・体調不良の者は活動に参加しない、させないこと 

・活動中の食事は極力避け、やむを得ず摂る場合も距離を確保すること 

・活動前後の会食は行わないこと 

・多人数での飲食・会食は行わないこと 

・PCR検査を受検した場合は、速やかに大学まで連絡すること 

また、国や地方自治体の要請などもよく理解して行動することが求められま

す。 

『感染リスクが高まる「５つの場面」』も参照して、適切に活動してください。 

 

なお、今後の感染状況等によっては、改めて注意喚起を行うことがあります。 

以上 

本件に関する問い合わせ先学務課学生支援係 gaksien1@cc.tuat.ac.jp 



感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり

● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

（別添参考）



PCR検査を受けたら
濃厚接触者に指定されたら

新型コロナウイルスに感染したら

【連絡先】
東京農工大学学務課 042-367-5537

※業務時間外（休日、平日17：15~翌8：30）の連絡先
守衛室 042-367-5504

〇風邪様の症状（発熱、咳、のどの痛み、鼻水など）がある場合は、無理せず自
宅で休養してください。

〇新型コロナウイルス感染の疑いがある場合は、お住いの地域の帰国者・接触者
相談センターに相談してください。

〇確認事項 ・氏名、学籍番号、連絡先
・直近2週間の学内での接触者
・直近2週間の学内での使用建物

本学学生が感染の疑いがありPCR検査を受けた、濃厚接触者に指定され
た、または新型コロナウイルスに感染したら、下記の連絡先までご連
絡ください。

東京農工大学
学務課

帰国者・接触者相談
センターのHPまとめ
（厚生労働省HP）

・息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強い症状のいずれかが
ある。

・重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い
風邪の症状がある。
（※）高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD

等）等の基礎疾患がある、透析を受けている、免
疫抑制剤や抗がん剤等を用いている

・発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が4日以上続く。
・感染者と濃厚接触した。
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